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2, It is noteworthy that the karyotype has supernumerary chromosome in Moduza procris (n, 35, 
36) from Bangkok, 

3. Mycalesis mineus (n, 16, 17, 18) from Bangkok shows a polymorphism of the karyotype at the 
primary spermatocyte, 
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1969 年 夏 7 月 14~15 mj E aote ALAS HELLS bs CHR L MONIC, 若干 興味 ある 標本 を 見 出し た の で 


と と に 記録 し て お きた い . 何れ も 未 記 録 か ま た は 従来 記録 の 極め て 少 い 種 で ある . 





Pachlioptera aristolochiae rhodopis ROTHSCHILD (Figs. 1, D ベニ モン アゲ ハ 





233, LH ICHWE 46mm. 石垣 島川 平 

琉球 に お ける 本 種 は , は じ め ROTHSCHILD 氏 が 1908 HIE rhodopis と し て 記載 し た も の で ある が , と の 
晶 種 を 図説 し た も の は 今日 まで 私 の 知る 限り 加藤 正 世 氏 (分 類 原色 日 本 昆虫 図鑑 Vol, VI, pl. 12, f. 2, 1930) の 
BCH S. 昨今 西表 島 や 石垣 島 に お いて ベニ モン アゲ ハバ 採集 の 報 を 耳 に し て いる が , 私 自身 の 採っ た 288 は す で 
に 傷つい た も の で あっ た . KEE AWENE interpositus と の 差異 は デリ ケー ト な よう で , 後 次 裏面 の 白 紋 は 
第 1 の も の は 前 方 か ら , 第 2, 第 8 の も の は 中 央 縁 寄 り に か な り 紅 色 味 が 加わ っ て いる (SEITZ 1908) と か . ある 
い は 上 記 加 藤 氏 の いう よう に (1①) 本 亜 種 の 方 が 前 凌 店 広く , (2) 後 丈 尾 状 突起 太 短 く , (3 BAEO 
の も の は 極め て 小さ い , な ど 指 摘 さ れ て いる が , SEITZ の いう 特色 は 私 の 採集 し た 個体 で は 合致 し な い . す な わ 
BR la 室 の も の は 全体 紅色 で ある が , 第 1b 室 の も の は 先端 お よび 側 縁 の みや や 紅色 が か り , 他 の 第 2, 第 3, 第 
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4 寒 の も の は 紅色 を お びな い .。 また 加藤 氏 の 図示 され た も の は る と な っ て いる が , 欧 形 か ら み る と その よう で , 
C1) (2) は 私 の $ 標 本 で は 合致 し な い . (3) ICH TAS RM CHBBE OITKSE. 

以上 の よう に みる と rhodopis の 特色 は ど と に ある の か いさ さか 疑問 視 せ ざる を え ぬ . る ゃ 揃え て 研究 し て みな 
けれ ば 亜 種 全 体 の 特色 は つか め な いで ある う が , 問題 の 第 4 番目 すなわち 一 番外 側 の 白 紋 は 台湾 産 で みる と $⑧ よ り 
9 の 方 が 出現 度 が 弱い よう で ある か ら , 八重 山 産 の も の も 同様 の 傾向 が 考え られ る . そう いう 点 で は 両者 変り な い 
で あろ う が , SG ? ゞ 全体 と し て は 八重 山 産 の 方 が は る か に 強く あら われ る と と が いい うる の で は な いか . 少く と も 
rhodopis の 特色 の 1 つ は と と に ある よう 思う . また 後期 表面 の 工 紋 は 全体 と し て 紅色 味 を お びる と と が 台湾 産 
程 強 く な い 点 も 指摘 出来 よう . 因みに aristolochiae は 台湾 本 島 以外 に 紅 頭 出 (WNW CSEL, 私 は その 299 
を 所 有する が , 多少 外観 上 は 台湾 本 島 産 と 区 別 出来 る よう に 思う ・ 





Appias celestina kabiraensis subsp. nov. (Figs. 8, D イシ ガキ シロ チョ ウ ( 新 亜 種 新 称 ) 


Typus 12 前 次 長 25mm. 石垣 島川 平 

本 種 は 従来 琉球 列島 は も ちろ ん , 台湾 か ら も 全く 未 記録 の も の で ある . WE, 前 玩 は 贅 頂 の 部 分 著しく 外 方 に 突 
EL, 後期 も 肛 角 の あたり で や や 和 っ て お り , 全体 と し て ナミ エチ ョ ウ ? に くら べ る と 縦 に 長い 感じ を 与え る ・ B 
表 前 後 殆 と も 巾 広 く 黒 色 , 前 圭 で は 前 縁 ・ 基 部 一 体 暗黒 色 , 黒色 外縁 帯 中 に は 第 1, 第 2 ECRL, 第 3, 第 5 
第 6, 第 7 宣 に 白色 紋 が あり , 中 央 白色 部 は 第 2 室外 側 に お いて ナミ エチ ョ ウ は ほど 強く は 黒色 淀 の 中 へ 突出 し な 
O 中 室 端 横 脈 上 に は 黒 鱗 あ り , 第 a 室 の 白色 部 は 黄色 味 を お びる . 後 契 黒 色 外 縁 帯 中 に は 微か に 淡 黄 色 克 を, 
第 2, 3, 4, 5 各 室 に あら わす . 基部 より 内 緑 一 帯 に か け て 暗黒 鱗 を 疎 布 する . 中 央 の 白色 部 は 強く 硫黄 様 色 
を お び , 肛 角 の 黒 縁 近く は 褐色 を お びる . 巾 広 い 黒色 外縁 帯 の 内 側 は 前 縁 よ り 肛 角 に 向っ て ほぼ 一 直線 を な し ( 細 
か く ジ グ ザ グ し て は いる が ), ナミ エチ ョ ウ の 他 の 悪 種 pseudoleis, adamsoni, athena な どの よう に 外縁 の 方 向 
へ 強く 嫌 曲 し た りす る と と は な い . 緑 毛 は 前 後 炊 と も 暗 褐 色 で ナミ エナ チョ ウ の よう に 臣 白 色 で な い ・ 

裏面 前 後 鞭 と も 外 緑 の 黒色 帯 は 灰 褐色 と な り , 黒色 外縁 帯 中 の 白 紋 や 淡 黄 色 紋 も 同様 に あら われ る . EIR 
の 淫 黄 色 紋 は 表面 より 大 きく あら われ る . 前 次 基部 は 淡 黄 色 , 前 緑 は 灰色 , 後 翔 は 黒色 外縁 帯 を の ぞ き 前 縁 より 中 
央 , さら 肛 角 に か け て レモ ン 様 黄色 を 呈す る . 黒色 外縁 帯 の 内 側 輸 鹿 は 第 4, 5 室 あ た り で 外縁 寄り に 軽く 勢 則 
し て いる . 

種 celestina は ニュ ー ギ ニア , ニ ユ ー ブ リ テン 島 , ニ ユ ー ア テイ ル ラ ン FE, ワイ ゲ ウ 島 , アル 諸島 に 広く 分 布 す 
る も の で , $ は 甚 表 蒼 青色 を 呈す る . 石垣 島 産 々 は ニュ ー ギ ニア 産 に 比 し 表面 前 後 凌 基部 の 暗黒 色 帯 巾 狭く , 表 
HANS 2 室 の 黒色 外縁 帯 へ の 白色 部 の 突出 が や や 顕著 で ある . ニュ ー ギ ニア 産 に は 表面 前 後 類 を 通じ 中 央 部 が 
すべ て 白色 な の と 次 色 な の と 両 型 あ る が , 本 新 亜 種 の よう に 前 将 ほ と ん ど 白 色 , 後 次 黄色 と いう 弄 は まだ な いよ う 
で ある . 

石垣 島 産 さ は 今後 の 採集 に 期待 され る が , 恐らく , 原 亜 種 の よう 地 色 蒼 青色 で 前 箇 甚 項 は さら に 外 方 に つき 出 
た 縦長 の 感じ の も の で あろ うと 思う . 何れ に し て も 本 種 が 石垣 島 で 発見 され た と と は メラ ネシア 系 の 北上 を 示す も 
の と し て 大 い に 注 目 さ れ よ う . な お メラ ネシア 系 で ある Thysonotis schaeffera コウ トウ シジミ が 石垣 島 に 産 する 
と と が 江崎 博士 と よっ て 報告 され て いる と と (“Zephyrus” Vol, TX, No. 1, p. 35, 1941) も と の 際 あ わせ 付記 し 
て お きた い . 

私 は 本 種 を ヤブ ガラ シ に 似 た 余り 目立た ぬ 花 の 上 で 採っ た の で , 同じ と と ころ で は 前 述 の ベニ モン アゲ ハ , 後述 の 
イワ サキ シロ チョ ウ , ナミ エチ ョ ウ ゃ など を も 採集 し た が , 本 種 は その 飛び 方 が 他 の シロ チョ ウ 類 と 異 り , 花 か ら 
北 へ と 飛び 移る の が 非常 に 敏 活 で , 小 き ざ み 次 を 動か し な が ら 花 上 を 動く 有 様 は は な は だ 神経 質 な 感じ を 号 え , 
一 体 何と いう 蝶 だ ろう と 興味 に ひか れ て ネッ ト を 振っ た 次 第 で あっ た ・ 



































Saletara panda iwasakii SONAN (Figs. 5, 6) イワ サキ シロ チョ ウ 


19 前 次 長 25mm. 石垣 島川 平 
本 種 の 石垣 島 産 は 1927 年 7 月 21 日 , 故 岩崎 卓弥 氏 が 石垣 島 で 採集 され た 1@ に も と づき , 1992 年 , “Zephyrus 
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Vol. IV No. 4, p. 238~9” ICARDA iwasakii と し て 発表 され た の が 最初 で も る が その 後 今日 に 至 
る まで 全く 採集 記録 な く 黙 殺さ れ た 形 で , その 間 ひ と り 加 藤 正 世 氏 が 分 類 原色 日 本 昆虫 図鑑 Vol IX pl. 43, f. 2, 
1930 に 原色 を も っ て 図示 され た に 止 る . た だ し 加藤 氏 は iwasakii の 標本 を 所 持 され な か っ た た めか フィ リピ ン 
DEAR martia の 名 の 下 に 図示 され た . 雑 南 氏 は フィ リ LY SOULE martia や Nias BEOR schoen- 
bergi と 比較 し , 後 凌 外 縁 の 黒 帯 が 広く て 3 分 の 1 に 達し , 前 後 牙 の 白色 部 が 黄色 鱗 毛 を も っ て 被 われ て いる と と 
を iwasakii の 特色 と し た . と と に は 参考 と し て 手許 に ある フィ リピ ン の ルソン 鳥 亜 種 nathalica 2 (Figs, 9, 10) 
CNT TY EVE erebina る (Figs. 7, 8) を 図示 し た . 私 の 採集 品 は 外縁 黒色 帯 の 巾 広い 点 で 栖 南 氏 の タイ プ 
一 致す る 前半 中 央 は 白色 , 後記 は 基部 黒 鱗 を 疎 布 , 外縁 黒色 帯 を 除き 中 央 自 色 部 は 談 黄 人 色 を お びる . FRUHSTOR- 
FER (1910) 氏 に よる と パラ ワン 鳥 の erebina の は 表面 前 後 甚 と も 談 黄 色 の も の , 前 後期 と も レモ ン 様 黄色 の も 
D, お よび 前 対談 黄色 で 後 頑 レモ ン 様 黄色 の も の の 3 弄 が ある 由 で ある . 石垣 島 産 お は 依然 と し て 未知 で ある が , 
と と に パラ ワン 己 産 を 図示 し た よう に 全体 白色 で 前 凌 頂 強く 和 失 り , 前 翔 外縁 に 少し く 黒 線 を あら わす も の で あろ 
う ・ 何れ に し て も パラ ワン 島 と 八重 山 群 島 の 両者 が ファ ッ ナ の 上 で 関連 する と と は 上 記 コ ウト ウシ ジミ と 本 種 の 分 
布 が よく 示し て いる . 恐らく 6 月 中 旬 よ り 7 月 上 旬 に か け て 石垣 島 で は 3 の 採れ る 可能 性 が ある と 思う . 






























































Pieris rapae crucivora BoIspUVAL (Figs. 11, 12) モン シロ チョ ウ 


16, BP 25mm. 石垣 島 御 神崎 

モン シロ チョ ウ の 分 布 は わが 国 で は 沖縄 本 島 が 南限 で 八重 山 群 島 に は 産 せ ず , 1962 年 6 月 10 日 19 の 採集 され た 
の が 唯一 の 例 で と れ は 迷 蝶 と 考え られ て いた . し か し 私 は 石垣 島 に お いて 本 種 の 1 ぉ を 採集 し た の で 果して 迷 媒 と 
し て 片付け て よい も の か どう か 疑問 視 す る よう に な っ た . また 沖縄 本 島 で は 夏 の 高温 期 に は 姿 を 消す 傾向 が ある と 
いわ れ て いる が , 私 は 今夏 本 島 で 数 頭 を 目撃 し その 29 づ を 採集 し た か ら と の 傾向 も 一 応 再 検討 を 棒 す る で あろ う . 








Zusammenfassung 


Die hier angeführten Schmetterlinge sind vom Verfasser am 14—15, Juli, 1969, in der Insel Ishigaki 
von Ryukyu gesammelt worden, Pachlioptera aristolochiae rhodopis, 233, Saletara panda iwasakii 1°, 
Pieris rapae crucivora 1% sind fiir jede Art der zweite Rekord aus der Insel Ishigaki. Weil der Typus 
von ぐ . panda iwasakii SONAN nur 12 ist, ist mein gesammeltes Stiick das zweite Weibchen, aber 
das Männchen noch unbekannt, P. rapae crucivora aus Insel Ishigaki zeigt die siidlichste Grenze der 
Verbreitung dieser Art in Japan. Appias celestina wird zum ersten Mal aus Insel Ishigaki registriert 
und sie reprasentiert eine neue Rasse, die ich subsp. kabiraensis nov, bennene, Der Typus ist nur 
ein Weibchen. Ssp. kabiraensis wird von der Formen aus Neu-Guinea, in der folgenden Punkten un- 
terschieden, Oberseite, die dunkel schwarze Zone des Basalfeldes ist schmaler. Das Mittelfeld des 
Vfigls ist weiss, aber etwas licht gelb im Hinterrand, und dasselbe des Hfigls ist schwefelgelb, Das 
weisse Mittelfeld des VHgls dringt mehr stark in dem schwarzen Aussenrand der Cubitalzelle ein, 


Erklärung zur Figuren 





Fig. 1. Pachlioptera aristolochiae rhodopis ROTHSCHILD. 3 Vfigllänge 46 mm. Is. Ishigaki. 
Fig. 2. Unterseite der Fig. 1, 

Fig. 3. Appias celestina kabiraensis ssp. nov. Typus, 2 34 mm, Is. Ishigaki. 

Fig. 4. Unterseite der Fig. 3. 

Fig. 5. Seletara panda iwasakii SoNAN. 2 25mm. Is, Ishigaki, 

Fig. 6. Unterseite der Fig. 5, 

Fig. 7. Saletara panda erebina FRUHSTORFER. の 23mm. Is, Palawan. 

Fig. 8. Unterseite der Fig. 7. 

Fig. 9. Saletara panda nathalica FELDER, 2 24 mm, Is. Luzon. 


Fig, 10. Unterseite der Fig. 9, 
Fig. 11. Pieris rapae crucivora BOISDUVAL. 3 25mm, Is. Ishigaki, 
Fig. 12. Unterseite der Fig. 11, 
追記 前 記 イ シ ガ キ シロ チョ ウ ( に つい て は その 後 研究 の 結果 , とれ は 種 cesrizg に 非 ず ば し て フィ リピ ン か らし 
られ た 種 maria に 属す る も の で ある と と か が 判明 し た . いずれ 改め て 訂正 を 出す 予定 で ある . 
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